
各会派・無所属 討論 討論

主な議案に対する各会派の態度 賛成 反対

安
井
直
明

山
岡
光
広

小
西
喜
代
次

服
部
治
男

橋
本
律
子

辻
重
治

橋
本
恒
典

田
中
実

山
中
善
治

林
田
久
充

戎
脇
浩

土
山
定
信

森
嶋
克
己

田
中
新
人

竹
村
貞
男

片
山
修

竹
若
茂
國

白
坂
萬
里
子

加
藤
和
孝

田
中
將
之

谷
永
兼
二

小
河
文
人

鵜
飼
勲

田
中
喜
克

森
田
久
生

的
場
計
利

平成２９年度一般会計補正予算案（第１号） 市長
土山定信
加藤和孝
谷永兼二

鵜飼　勲
山岡光広

可決 ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

新農業委員の任命につき同意を求めることについて 市長 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第二次甲賀市総合計画基本構想及び基本計画 市長 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

梅田会館の廃止に伴い条例を廃止 市長 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第一小学校大規模改造工事契約について 市長 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

安倍政権のもとでの憲法改悪に反対することを求める意見書 小西喜代次 安井直明 橋本律子 否決 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ● ● ● ● ● ○ ●

高浜原発の再稼働に抗議し運転停止を求める意見書 小西喜代次 安井直明 討論なし 否決 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ● ● ○ ●

仮称「放射能汚染防止法」制定を求める意見書 山岡光広
竹若茂國

小西喜代次
討論なし 否決 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ●

森友学園・加計学園の疑惑徹底究明を求める意見書 山岡光広 小西喜代次 討論なし 否決 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ●

「共謀罪」法の廃止を求める意見書 安井直明
山岡光広
森嶋克己

白坂萬理子
服部治男

否決 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ●

指定給水装置工事事業者制度に更新制の導入を求める意見書 田中將之 可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

ギャンブル等依存症対策の抜本強化を求める意見書 加藤和孝 白坂萬理子 土山定信 否決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

無所属

討論なし

公明党

提出 可否

共産党 清風クラブ 市民クラブ・新しい風

議
長
の
た
め
採
決
に
加
わ
ら
ず

討論なし

討論なし

討論なし

討論なし

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山
や ま

岡光
おかみつ

広
ひろ

 市議会議員 活動報告 
2017 年 7 月 9 日 

第 660 号

電話 0748-86-2985 Fax0748-86-0415   yama729@maia.eonet.ne.jp  

このニュースは、毎週発行しています。fb でもご覧いただけます。また毎週金曜日早朝、甲南・寺庄・甲賀の各駅をまわって配布しています。

 ●…30 日(金)は、早朝寺庄駅で宣伝、10 時から議会本会議・議案採決、終了後集金等。●…1 日(土)は、

10 時から市役所前で黙っていられない集会、11 時半から甲賀で会議、15 時から甲南で会議、その後集金等。●…2 日(日)は、日曜

版配達・訪問等、14 時から八坂神社祇園祭、16 時から土山で会議、17 時半から草津で実務、帰宅後実務。●…3 日(月)は、早朝赤

旗配達、市議団議会報告特集ニュース作成、13 時半から水口で会議、16 時半から草津で実務、そのまま宿直。●…4 日(火)は、台

風の影響で予定変更、ニュース作成、17 時から水口で会議。●…5 日(水)は、9 時から甲賀広域行政組合議会。 
 

 

全
国
注
目
の
東
京
都
議
選
は
２
日
投
開
票
の
結
果
、
自
民
党
が
改

選
５７
議
席
か
ら
２３
議
席
へ
と
歴
史
的
大
惨
敗
。
驕
る
安
倍
政
権
に
厳

し
い
審
判
が
下
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
日
本
共
産
党
は
改
選
１７
議
席

か
ら
１９
議
席
へ
躍
進
、
得
票
数
で
も
１９
万
票
伸
ば
す
な
ど
期
待
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

 安倍自公政権の暴走政治への審判と東京都政の転換が大争点となった都議選（定数 127）で、日本共産党

は現有 17 議席を上回る 19 議席に。前回は 8 から 17 へ倍増した躍進に次ぐもので、得票数は約 19 万票増

やしました。これに対して自民党は同党公認の議長や都議会幹事長が相次いで落選し現有 57 議席から 23
議席に。過去最低の 38 議席を大きく下回る歴史的大惨敗。特に日本共産党候補が当選した選挙区のうち 14
選挙区で自民党現職が落選したのは、都議選全体の結果を象徴するものです。国政の私物化をはじめおごる

安倍政権に対する厳しい審判です。次は、解散・総選挙によって国民に信を問うべきです。野党と市民との

共闘、日本共産党の躍進で、安倍政権を倒し、新しい国民が主人公の日本をつくりましょう。 

 6 月定例議会は 30 日閉会しました。最終日は議案に対する採決が行われ、注目の一般会

計補正予算は、賛成 18、反対 7 で可決されました。日本共産党は山岡光広議員が反対討論

しました（2面に討論要旨）。また日本共産党は、議案提案権を生かして 5 件の意見書を提

案しましたが、清風クラブと公明の反対で否決されました。いずれも国の政治に意見を述

べる大事な内容の意見書ばかり。国に意見を言えない議員で市民の暮らしは守れません。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議
案
第
６８
号 

平
成
２９
年
度

甲
賀
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
に
つ
い
て
、
可
決
す
べ
き

と
す
る
只
今
の
補
正
予
算
特
別

委
員
会
委
員
長
報
告
と
原
案
に

対
し
て
、
反
対
の
立
場
か
ら
討
論

し
ま
す
。  

 

本
補
正
予
算
案
は
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
４
億
８
０
９
１
万
９

千
円
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
予
算

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
３
９
４
億
８

０
９
１
万
９
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。 

歳
出
補
正
の
な
か
に
は
、

雪
害
に
よ
っ
て
破
損
し
た
山
の

子
ハ
ウ
ス
の
改
修
や
入
所
希
望 

増
に
対
応
す
る
た
め
施
設
改
修

や
指
定
管
理
委
託
料
の
増
、
国
の

補
助
採
択
を
受
け
た
東
海 

道
に

ぎ
わ
い
拠
点
事
業
、
日
本
遺
産
認

定
に
伴
う
新
た
な
事
業
の
関
連

経
費
が
あ
り
ま
す
が
、
特
別
委
員

会
で
審
議
が
集
中
し
た
の
は
、

「
甲
賀
市
ま
ち
づ
く
り
コ
ア
・
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
基 

本
及
び
実
施

設
計
費
４
９
８
０
万
円
、
「
仮

称
・
西
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」

の
新
た
な
建 

設
予
定
地
の
用
地

測
量
費
等
２
９
４
０
万
４
千
円
、

甲
賀
警
察
署
跡
地
に
重
度
心
身

障
が
い 

者
通
所
施
設
を
建
設
す

る
た
め
に
基
金
保
有
の
土
地
を

買
い
戻
す
た
め
の
経
費
２
億
９

４
８
０
万
円
。
い
ず
れ
も
期
限
が

決
め
ら
れ
た
合
併
特
例
債
を
活

用
し
て
の
事
業
で
し
た
。 

私
は
、

い
ず
れ
も
そ
の
必
要
性
は
認
め

ら
れ
る
も
の
の
、
い
ま
な
ぜ
、
そ

の
土
地
に
建
設
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
が

実
に
不
透
明
で
、
説
明
不
充
分
だ

け
に
、
も
っ
と
じ
っ
く
り
考
え

て
、
市
民
の
意
見
を
よ
く
聞
き
、

関
係
者
の
要
望
も
聞
き
、
議
会
の

意
見
も 

聞
い
て
実
行
に
移
す
べ

き
で
、
そ
の
点
が
欠
落
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。 

  

そ
も
そ
も
当
初
の
予
定
地
に

仮
称
西
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

を
建
設
し
て
い
れ
ば
、
こ
う
い
う

問
題
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
わ
け

で
、
議
会
が
全
会
一
致
で
決
め
た

事
業
を
、
市
長
が
議
会
に
諮
ら
ず

勝
手
に
変
更
を
決
め
た
と
こ
ろ

に
根
本
問
題
が
あ
り
ま
す
。
百
歩

譲
っ
て
、
市
長
選
で
の
市
民
の
声

を
反
映
し
て
、
当
初
の
予
定
地
に

西
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
建

設
す
る
こ
と
は
問
題
で
変
更
が

必
要
、
と
の
結
論
を
市
長
が
出
さ

れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
議
会
に

一
片
の
打
診
も
し
な
い
で
、
臨
時

議
会
の
直
前
に
、
直
接
文
科
省
に

赴
き
、
変
更
を
決
定
し
た
こ
と 

は
、
議
会
制
民
主
主
義
に
も
反
す

る
行
為
で
あ
り
、
甲
賀
市
ま
ち
づ

く
り
基
本
条
例
の
主
旨
に
も
反

す
る
行
為
と
い
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
点
を
ま
ず
最
初

に
、
指
摘
し
て
お
き
た
い
と
思
い

ま
す
。  

  

そ
の
う
え
で
、
仮
に
「
仮
称
・

西
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」
が
、

別
の
場
所
に
建
設
さ
れ
る
と
し

た
場
合
、
な
ぜ
当
初
の
予
定
地
に

建
設
す
る
の
が
「
市
民
活
動
交
流

セ
ン
タ
ー
」
「
ま
ち
づ
く
り
コ

ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
な
の
か
、

そ
こ
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
が
大
事

で
あ
り
、
合
理
性
と
必
然
性
、
プ

ロ
セ
ス
に
透
明
性
が
必
要
で
す
。

そ
し
て
市
の
中
心
部
だ
け
に
、
多

く
の
市 

民
が
「
な
る
ほ
ど
い
い

施
設
を
作
っ
て
く
れ
た
」
と
喜
ば

れ
る
も
の
で
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
は
「
合

併
特
例
債
の
期
限
が
あ
る
。
今
年

度
中
に
何
ら
か
の
事
業
に
着
手

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
逆
算
す

る
と
６
月
議
会
で
、
基
本
設
計
・

実
施
設
計
の
予
算
を
組
ま
な
い

と
間
に
合
わ
な
い
」
…
こ
こ
を
最

大
の
重
点
に
置
い
て
い
る
た
め

に
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
「
後
付
け
」

な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め
ま
せ

ん
。 

  

総
務
常
任
委
員
会
で
提
起
さ

れ
た
時
に
、
「
ど
う
い
う
議
論
を

経
て
市
民
活
動
交
流
セ
ン
タ 

ー

を
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

か
。
そ
の
経
過
を
時
系
列
で
示
す

資
料
を
提
示
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
要
請
し
ま
し
た
。
５
月
２６

日
付
で
「
検
討
経
過
」
の
資
料
が

示
さ
れ
ま
し
た
が
、
不
充
分
な
た

め
、
情
報
公
開
請
求
に
も
と
づ

き
、
２
月
２０
日
に
開
い
た
庁
内

の
政
策
会
議
以
降
、
２
月
２７
日
、

３
月
３１
日
、
４
月
１１
日
、
４
月

２４
日
、
５
月
１
日
、
５
月
１５
日
、

以
上
７
回
の
政
策
会
議
の
「
会
議

概
要
」
を
入
手
し
ま
し
た
が
、
黒

塗
り
が
多
い
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。「
非
公
開
の
理
由
」
は
何
か
。

そ
れ
は
「
政
策
形
成
過
程
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
お
か
し
い
で
し

ょ
。
一
番
大
事
な
政
策
形
成
過

程
。
そ
こ
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
が
大

事
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
議
論
を

経
て
「
市
民
活
動
交
流
セ
ン
タ

ー
」
に
至
っ
た
ん
だ
と
、
そ
こ
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

市
民
に
開
か
れ
た
市
政
と
い
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

   

特
別
委
員
会
で
、「
市
民
活
動
交

流
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る
こ
と

を
決
定
し
た
の
は
い
つ
か
」 

と

の
問
い
に
、「
４
月
１１
日
の
政
策

会
議
」
と
い
う
答
弁
で
し
た
。
そ

の
会
議
概
要
を
見
ま 

す
と
「
協

議
結
果
は
、
文
化
・
交
流
ゾ
ー
ン

と
し
て
整
備
を
す
す
め
て
い
く
、

と
し
な
が
ら
も 

議
論
を
見
れ

ば
、
「
子
育
て
世
代
の
活
動
拠
点

と
し
て
公
園
・
図
書
機
能
を
持
た

せ
る
」
と
か 

「
合
併
特
例
債
で

建
て
る
以
上
、
時
間
提
起
制
約
が

あ
る
た
め
、
手
続
き
や
協
議
に
時

間
を
要
す
る
よ
う
な
大
き
な
施

設
は
無
理
で
あ
る
。
最
初
は
図
書

館
で
は
な
く
、
先
に
市
民
交
流
施

設 

に
つ
い
て
話
を
す
す
め
る
べ

き
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。

し
っ
か
り
と
し
た
結
論
が
出
せ 

て
い
な
い
の
で
、
４
月
２４
日
に

開
い
た
会
議
で
も
「
本
格
的
な
図

書
館
を
建
て
る
な
ら
市
民
と
の

対
話
や
協
議
を
重
ね
る
必
要
が

あ
り
、
合
併
特
例
債
の
期
限
内
に

建
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
か

「
多
世
代
交
流
を
目
的
と
す
る

が
子
育
て
世
代
や
子
ど
も
を
対

象
と
し
た
特
色
あ
る
部
屋
を
設

け
る
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
よ
う
や
く
「
西
部
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
予
定
地

の
用
途
に
つ
い
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ 

ア
団
体
の
活
動
拠
点
と
な
る

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
と
す
る
」
と

決
め
ら
れ
た
の
は
、
５
月
１
日 

の
政
策
会
議
。
と
こ
ろ
が
５
月

１５
日
の
政
策
会
議
で
は
、
再
び

「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル 

建

設
の
可
能
性
に
つ
い
て
意
見
交

換
す
る
」
と
問
題
提
起
さ
れ
て
い

る
状
況
で
す
。
庁
内
で
議
論
さ
れ

決
定
し
た
、
と
い
う
政
策
会
議
で

す
ら
、
議
論
不
充
分
、
検
討
不
充

分
、
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
す
。 

こ
う
い
う
経
過
の
中
で
、
５
月

１７
日
の
総
務
常
任
委
員
会
で
、

初
め
て
「
甲
賀
市
ま
ち
づ 

く
り

コ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
概
要

が
示
さ
れ
、
２６
日
の
議
会
全
員

協
議
会
で
、
同
様
の
説
明
が
あ

り
、
５
月
３０
日
の
議
会
運
営
委

員
会
で
は
、
議
案
と
し
て
提
出
さ

れ
た
わ
け
で
す
。 

  

こ
れ
で
は
充
分
な
検
討
が
な

さ
れ
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
特
別

委
員
会
の
議
論
の
中
で
は
、
い
み

じ
く
も
「
市
民
の
意
見
を
聞
く
い

と
ま
が
な
か
っ
た
」
と
い
う
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。
正
直
な
発
言
と

は
い
え
、
こ
ん
な
状
態
で
、
合
併

特
例
債
を
活
用
し
、
多
額
の
税
金

を
投
入
し
て
い
い
の
で
し
ょ
う

か
。
老
朽
化
が
著
し
い
旧
消
防
署

を
利
用
し
て
い
る
「
き
ず
な
」
を

こ
の
「
コ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ 

ン
」

に
と
言
い
ま
す
が
、
な
ぜ
こ
の
地

な
の
で
し
ょ
う
か
。
甲
南
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
手
狭
だ

か
ら
…
と
強
調
さ
れ
ま
す
が
、
甲

南
庁
舎
の
今
後
の
利
活
用
計
画

で
も
、
「
市
民
交
流
ゾ
ー
ン
」
が

い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
と
の

整
合
性
も
図
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
は
、
庁
舎
整
備
特
別
委
員
会
の

中
で
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。  

市
民
の
要
求
を
基
礎
に
、
市
民
の

声
を
聞
き
、
議
会
の
議
論
を
深
め

て
の
計
画
で
な
い
だ
け
に
、
最
初

の
ボ
タ
ン
の
掛
け
違
い
は
、
ど
ん

な
に
つ
く
ろ
っ
て
も
、
整
合
性
が

図
れ
な
い
の
は 

明
ら
か
で
す
。  

 
 

仮
称
・
西
部
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
は
、
水
口
と
信
楽
の
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
を
統
合
す
る
も
の

で
す
。
約
６
７
０
０
食
。
現
在
の

施
設
の
老
朽
化
か
ら
考
え
れ
ば
、

急
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
回
用

地
測
量
費
等
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
建
物
は
当
初
規
模
だ
と

す
る
と
少
な
く
と
も
約
６
千
５

百
㎡
、
約
９
千
㎡
あ
れ
ば
、
と
い

う
説
明
で
し
た
が
、
今
度
の
予
定

地 

は
周
辺
の
山
林
を
含
め
て
２

万
１
千
４
９
０
㎡
あ
り
ま
す
。
今

後
、
土
地
の
造
成
、
上
下
水
道
を 

整
備
し
よ
う
と
す
れ
ば
相
当
の

事
業
費
と
な
り
ま
す
。  

  

第
二
次
甲
賀
市
総
合
計
画
基
本

構
想
及
び
基
本
計
画
に
は
、
「
行

政
の
論
理
を
前
提
と
せ
ず
、 

市

民
と
の
対
話
を
重
視
し
、
広
く
共

感
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
を
す
す
め
ま
す
。
… 

政
策

形
成
過
程
も
原
則
公
開
と
し
、
市

民
や
議
会
へ
積
極
的
に
情
報
提

供
す
る
こ
と
で
、
透
明
性
を
高
め

ま
す
」
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

甲
賀
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

に
も
、
そ
の
基
本
原
則
の
中
に

「
市
長
等
は
、
市
民
の
参
加
及
び

協
働
を
推
進
す
る
た
め
、
政
策
等

の
立
案
、
実
施
、
評
価
及
び
改
善

過
程
に
お
い
て
、
市
民
が
主
体
的

に
関
わ
れ
る
よ
う
、
多
様
な
参
加

の
機
会
を
設
け
る
よ
う
努
め
ま

す
」
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。  

建
設
す
る
建
物
が
、
市
民
活
動
交

流
セ
ン
タ
ー
な
ら
ば
、
な
お
さ
ら

現
在
活
動
さ
れ
て
い
る
人
・
団
体

の
意
見
や
要
望
を
聞
き
入
れ
た

内
容
に
す
べ
き
で
す
。  

  
 

市
長
は
、「
市
民
の
声
を
お
聞

き
し
、
議
会
の
み
な
さ
ん
の
意
見

を
お
聞
き
し
」
と
繰
り
返
し
強
調

さ
れ
ま
す
が
、
今
回
の
事
例
に
あ

ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
実
際
の

行
動
は
、
そ
の
意
に
反
し
て
い
る

こ
と
を
重
ね
て
指
摘
し
、
原
案
及

び
委
員
長
報
告
に
反
対
の
立
場

か
ら
の
討
論
と
し
ま
す
。 

 


